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一
九
六
〇
年
代
以
降
、『
白
氏
文
集』

本
文
の
校
勘
作
業
は
、
平
岡
武
夫
博
士

(

１)

、
そ
し
て
太
田
次
男
博
士

(

２)

を
中
心
に
、
主
と
し
て
我

が
国
の
研
究
者
の
手
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た

(

３)

。
そ
の
理
由
は
、
何
よ
り
も

｢

金
沢
文
庫
旧
蔵
本

(

金
沢
本) (

４)｣

な
ど
我
が
国

に
数
多
く
保
存
さ
れ
て
き
た
平
安
以
来
の
貴
重
な
旧
鈔
本
の

｢

恩
恵｣

に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
旧
鈔
本
の
一
部
は
、
今
で
は
原
寸
大
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で
の
出
版
も
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
朱
点
や
角
筆
な
ど
の
特
殊
な
書
き

入
れ
を
幾
種
類
も
持
つ
這
般
の
文
献
は
、
こ
れ
ま
で
の

(

旧
式)

撮
影
技
術
で
は
到
底
覆
い
尽
く
せ
る
も
の
で
は
無
く
、
今
後
は
恐
ら

く
、
せ
め
て
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
よ
る
カ
ラ
ー
画
像
で
の
公
開
が
求
め
ら
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
で
も
な
お
実
物
を
熟

覧
し
て
得
ら
れ
る
知
見
に
は
及
ば
な
い
が
、
全
国
、
そ
し
て
全
世
界
の
人
々
が
、
我
が
国
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
知
識
人
の
筆
を
通
し
て
、

中
国
九
世
紀
に
活
躍
し
た
詩
人
の
作
品
を
、
瞬
時
に
、
し
か
も
煩
瑣
な
手
続
き
無
く
閲
読
で
き
る
こ
と
は
、
ひ
と
り
中
国
古
典
文
学
の

研
究
の
み
な
ら
ず
、
日
本
中
世
の
伝
統
文
化

(

な
か
ん
ず
く
古
典
学
習
の
あ
り
方)

に
触
れ
る
と
い
う
意
味
で
も
、
た
い
へ
ん
幸
福
な

こ
と
だ
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は

『

白
氏
文
集』

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
時
の
古
今
、
そ
し
て
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
普
遍
的
に
起
こ
り
得
る

問
題
で
あ
る
が
、
文
学
作
品
の
校
勘
作
業
は
、
た
だ
単
に
伝
来
の
最
も
古
い
文
献
を
探
し
当
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
完
結
す
る
も
の
で
は

な
い
。
筆
写

(

あ
る
い
は
出
版)

年
代
の
古
さ
は
、
本
文
批
判
の
際
の
一
応
の

｢

基
準

め

や

す｣

と
は
な
る
が
、
一
概
に
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て

優
劣
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
後
日
、
他
の
所
蔵
者
の
持
つ
別
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
全
く
異
な
る
本
文
が
見
い
出
さ
れ
た
時
、

そ
の
是
非
の
判
定
は
更
に
慎
重
な
考
察
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

白
居
易

｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
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さ
て
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
白
居
易
の
詩
に
は
、
以
上
の
よ
う
な

｢

諸
本｣

か
ら
の
本
文
異
同
が
重
層
的
に
堆
積
し
て
お
り
、
そ
の

判
断
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
近
年
こ
れ
に
つ
い
て
の
全
く

新
し
い
説
が
中
国
よ
り
提
出
さ
れ
た

(

５)

。
筆
者
は
、
そ
の
謝
思�
氏
の
見
解
を
知
り
、
最
終
的
に
こ
の
説
を
正
し
い
と
支
持
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
如
何
せ
ん
、
該
説
の
提
出
者
に
は
、
い
ま
だ
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
し
い
考
証
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ

こ
で
小
稿
は
、
以
下
、
筆
者
独
自
の
調
査
結
果
を
述
べ
、
白
楽
天
の
一
詩
句
に
つ
い
て
の
、
謝
氏
の
説
の
妥
当
性
を
検
証
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

一

こ
れ
ま
で
の
通
行
諸
本
の
本
文

問
題
と
な
っ
て
い
る
作
品
は
、『
白
氏
文
集』

巻
十
七
に
収
録
さ
れ
て
い
る
次
の
一
首
で
あ
る
。
ま
ず
は
一
般
に
通
行
す
る
南
宋
本

(

南
宋
紹
興
年
間
刻
本

(

６))

に
基
づ
い
た
本
文
に
よ
っ
て
示
し
、
文
字
異
同
が
存
在
す
る
箇
所
に
①
か
ら
⑤
ま
で
の
傍
線
を
付
す
。

夜
送
孟
司
功

白
居
易

潯
陽
白①

司
馬
、
夜
送
孟②

功
曹
。
江
闇
管
絃
思③

、
樓
明
燈
火
高
。
湖④

波
翻
似
箭
、
霜⑤

草
殺
如
刀
。

且
莫
開
征
棹
、
陰
風
正
怒
號
。

(

作
品
番
号
一
〇
四
四

(

７))

①
②
の
異
同
に
つ
い
て
は
次
章
に
述
べ
る
。
そ
こ
で
、
③
の
文
字
異
同
よ
り
考
察
を
開
始
し
た
い
が
、
第
三
句

｢

江
闇く
ら

く
し
て
管
絃

思お
も

ひ
あ
り｣

に
は
、
第
五
字
を

｢

思｣

と
す
る
も
の
と
、｢

急｣
字
に
作
る
も
の
と
に
分
か
れ
る

(

８)

。
い
ま
、
こ
れ
を
平
岡
氏
の
校
定
結

果

(

９)

に
よ
っ
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

｢

江
闇
管
絃
思、｣

…
…
金
沢
本
・
南
宋
本
・
活
字
本
。

｢

江
闇
管
絃
急、｣

…
…
麗
本
・
那
波
本
・
馬
本
・
汪
本
・
全
唐
詩
本

(�)
。
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注
意
し
た
い
の
は

｢

南
宋
本｣

と

｢

那
波
本｣

と
の
関
係
で
あ
る
。
江
戸
初
期
に
朝
鮮
版
を
も
と
に
覆
刻
刊
行
さ
れ
た
那
波
本

(�)

は
、

『
白
氏
文
集』

七
十
一
巻
の
各
巻
の
配
列
が
白
居
易
生
前
の
編
集
形
態
を
保
存
す
る
所
謂

｢

前
集
後
集
本｣

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般

に
現
存

『
白
氏
文
集』

単
行
刊
本
の
中
で
最
も
古
い
も
の
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。
し
か
し
那
波
本
は
、
白
氏
の
自
注
を
削
除
す
る
な
ど
、

そ
の
一
字
一
字
の
本
文
レ
ベ
ル
で
は
、
な
お
完
全
に
信
頼
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
、
南
宋
本
は
、｢

前
詩
後
筆
本｣

に
再
編

集
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
時
に
那
波
本
系
統
の
誤
り
を
受
け
継
い
で
い
な
い
部
分
が
あ
り
、
右
も
そ
の
好
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
の
決
め
手
は
金
沢
本
に
あ
る
。
金
沢
本
に
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
な
い

｢

急｣

字
は
、
お
そ
ら
く
後
世

(

南
宋
以
降)

の
誤
写
の
混
入
と
し
て
処
理
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
平
岡
氏
の
校
定
は
、
こ
の
異
同
に
つ
い
て

｢

思｣

字
を
正
し
い
と
し
た
上
で
、
更

に

｢

急｣

字
を

｢

蓋
求
對
偶
而
改

(

蓋
し
対
偶
を
求
め
て
改
め
た
り)｣

と
推
測
す
る
。
な
る
ほ
ど
第
四
句

｢

灯
火
高
し｣

に
対
す
る

も
の
と
考
え
る
と
、｢

管
絃
急
な
り｣

は
聴
覚
的
に
も
イ
メ
ー
ジ
し
易
い
表
現
で
あ
り
、
近
年
の
校
点
本
で
も
顧
学
頡

『

白
居
易
集』

(

中
華
書
局
、
一
九
七
九
年)

は

｢
急｣

字
を
是
と
し
、
朱
金
城

『

白
居
易
集
箋
校』

(

前
掲
注
３)

に
至
っ
て
は

｢

宋
本
訛

あ
や
ま
り
て
思、
に

作
る｣

と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。
だ
が
、
理
解
し
易
い
字
句
は
往
々
に
し
て
後
世
の
人
士
の
恣
意
的
な
改
変
の
結
果
で
あ
る
可
能
性

が
少
な
く
な
い
。
最
新
刊
で
あ
る
謝
思�『
白
居
易
詩
集
校
注』

が
、
上
記
の
平
岡
説
に
従
っ
て

｢

思｣

字
を
正
し
い
と
す
る
の
は
、

や
は
り
妥
当
な
意
見
で
あ
ろ
う
。
夕
闇
せ
ま
る
船
着
き
場
で
の
別
れ
の
場
面
に
お
い
て
、
聴
く
者
を
、
ふ
と

｢

も
の
思
い｣

に
誘
う
よ

う
な
情
景
描
写
は
、
あ
な
が
ち
間
違
い
と
は
言
え
ま
い
。
ち
な
み
に
金
沢
本
の
写
真
を
熟
視
す
る
と

｢

思｣

字
の
右
上
隅
に

｢

去
声｣

を
示
す
声
点
が

｢

○

思｣

の
よ
う
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
般
的
な

｢

思｣

字
が
平
声

(�)
で
あ
る
の
に
対
し
、
深
い
思
索
や
強
い

情
念
を
示
す
場
合
に
は
去
声

(�)
と
な
る
と
い
う
中
世
の
特
殊
な
読
書
音
は
、
我
が
国
の
鎌
倉
文
人
た
ち
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
も

の
の
よ
う
で
あ
る

(�)

。

さ
て
、
次
に
④
⑤
の
異
同
の
検
討
に
移
り
た
い
。

本
文
の
第
五
・
六
句

｢

湖
波
翻
似
箭
、
霜
草
殺
如
刀

(

湖
波
翻

ひ
る
が
へる
こ
と
箭や

の
似ご

と

く
、
霜
草
殺か

る
る
こ
と
刀
の
如
し)｣

は
、
た
だ
一

つ
金
沢
本
を
除
い
て
、
他
の
全
て
の
テ
キ
ス
ト
が
こ
の
よ
う
に
作
っ
て
い
る
。
し
か
し
平
岡
氏
の
校
定
に
拠
れ
ば
、
金
沢
本
は
第
五
句

第
一
字
を

｢

潮｣

に
、
そ
し
て
両
句
の
第
二
字
と
第
三
字
と
が
と
も
に
互
倒
し
て
、

白
居
易

｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
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と
な
る
と
い
う

(�)
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
本
文
は
那
波
本
・
南
宋
本
な
ど
現
存
す
る
他
の
版
本
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た

(�)

。

五
言
句
の
二
字
目
と
三
字
目
の
間
に
文
節
を
置
か
ず
故
意
に
不
自
然
な
リ
ズ
ム
を
取
る
の
は
、
白
居
易
詩
に
習
見
せ
ら
れ
る
特
徴
で
あ

り

(�)
、
そ
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
金
沢
本
本
文
を
白
詩
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
考
え
る
こ
と
に
も
躊
躇
が
無
く
な
る
が
、
こ
こ
は
敢
え
て
自
制
し
、

こ
の
異
文
を

｢

一
つ
の
可
能
性
あ
る
本
文｣

と
し
て
付
記
す
る
に
留
め
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
金
沢
本
を
は
じ
め
と
す
る
旧
鈔
本
本

文
が
、
ま
さ
し
く
作
者
の
原
作
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
に
は
、
一
種
類
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
、
し
か
も
系
統
を
異
に
す
る
テ
キ
ス

ト

(

例
え
ば

『

文
苑
英
華』
な
ど)

か
ら
、
そ
の
妥
当
性
が
判
明
す
る
場
合
か
、
も
し
く
は
典
故
や
用
例
な
ど
に
よ
っ
て
、
確
実
に
そ

の
本
文
の
正
し
さ
が
立
証
さ
れ
る
場
合
の
み
に
限
ら
れ
る
べ
き
だ
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

二

白
司
馬
・
魯
司
馬
・
魚
司
馬

い
よ
い
よ
冒
頭
の
①
②
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
検
討
す
る
時
が
来
た
。

詩
歌
の
冒
頭

｢

潯
陽
白
司
馬
、
夜
送
孟
功
曹｣
に
つ
い
て
は
、
唯
一
、
金
沢
本
に
の
み
以
下
の
よ
う
な
書
き
入
れ
が
見
え
る
。

第
一
句
は
、
通
行
本

(

お
よ
び
金
沢
本
の
原
本)

で
は

｢

潯
陽
の
白
司
馬｣

、
つ
ま
り
江
州
司
馬
左
遷
中
の
白
居
易
そ
の
人
を
直
接

指
し
て
い
る
の
だ
が
、｢

魚
司
馬｣

と
し
た
場
合
、
歴
史
上
の
人
物
に
仮
託
さ
れ
た
典
故
表
現
に
な
る
。
ま
た
第
二
句
の
通
行
本

(

お

よ
び
金
沢
本
の
校
勘
し
た

｢

摺
本

(�)｣)

の

｢

孟
功
曹｣

は
、
い
ま
白
居
易
が
対
面
し
て
い
る
司
功
参
軍
の
孟
某

(

名
不
詳)

を
指
す
が
、

一
方
、
金
沢
本
の
原
本

｢

范
功
曹｣

を
採
る
と
、
こ
れ
も
典
故
表
現

(

後
述
の
通
り
後
漢
の
范
滂)

と
な
る
の
で
あ
る
。
思
う
に
こ
れ

は
、｢

目
前
の
人
物｣

(

白
司
馬
・
孟
功
曹)

か
、｢

典
故
に
な
ぞ
ら
え
た
表
現｣

(
魚マ

マ

司
馬
・
范
功
曹)

で
あ
る
か
の
二
者
択
一
の
問
題

中
国
文
学
論
集

第
三
十
七
号
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。
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と
し
て
併
せ
て
考
え
る
と
よ
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
い
ず
れ
が
白
楽
天
の
原
作
に
近
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
対
し
、
筆
者
は
、
既
に
平
岡
氏
の
考
証

(�)

が
示
す
通
り
、
後
者
の
典
故
表
現
を
是
と
す
る
見
解
に
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
第
二
句
に
限
定
し
て
考
え
る
時
、
単
に
目
前
の
孟
某
を
指
し
た
場
合
と
、
そ
の
人
物
を
後
漢
の
俊
英
范
滂
に
な
ぞ
ら
え
た
場

合
と
で
は
、
詩
全
体
の
内
容
の
深
ま
り
に
歴
然
た
る
差
異
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

『

後
漢
書』

党
錮
伝
に
列
せ
ら
れ
る
范
滂
は
、
字
は
孟
博
、
汝
南
征
羌

(

い
ま
の
河
南
省�

城
市
の
東
南)

の
人
。
若
き
よ
り
清
廉

潔
白
で
、
し
か
も
熱
烈
な
正
義
漢
と
し
て
名
を
知
ら
れ
、
冀
州

(

河
北
省)

が
饑
饉
で
群
盗
が
蜂
起
す
る
や
、
清
詔
使
に
任
命
さ
れ
て

同
地
を
巡
察
。
彼
が
州
境
に
至
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
汚
職
の
摘
発
を
恐
れ
た
州
の
太
守
は
、
そ
の
印
綬
を
解
い
て
逃
亡
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
党
錮
伝
の
序
伝
部
分
に
も
范
滂
の
青
年
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
汝
南
太
守
の
宗
資
が
、
そ
の
政
務
の
一

切
を
部
下

(

す
な
わ
ち
功
曹
、
、
参
軍)
の
范
滂
に
委
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
、
郡
民
が
こ
れ
を
揶
揄
し
て

｢

汝
南
の
太
守
は
范
孟
博
、
南
陽

の
宗
資
は
画
諾

(

承
諾
書
の
署
名)
を
主

つ
か
さ
どる
の
み｣

と
の
謡
言
が
広
ま
っ
た
と
い
う

(�)

。
悲
し
い
哉
、
范
滂
は
、
や
が
て
後
漢
末
期
の

｢

党
錮
の
禁｣

の
標
的
と
な
り
、
二
度
の
下
獄
の
の
ち
三
十
三
歳
の
若
さ
で
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
か
か
る
人
物
に
眼
前

の
孟
某
を
な
ぞ
ら
え
た
白
楽
天
の
意
図
は
、
そ
の
官
職
の
一
致

(

功
曹
参
軍
は
司
功
参
軍
の
旧
名)

と
と
も
に
、
孟
某
が
范
功
曹
と
同

じ
く
有
能
か
つ
高
潔
の
士
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
恐
ら
く
は
、
か
つ
て
白
楽
天
が
長
安
で
目
を
掛
け
て
い
た
青
年
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の

司
功
参
軍
赴
任
は
江
州
よ
り
も
更
に
僻
遠
の
地
で
あ
っ
て
、
そ
の
才
能
に
見
合
わ
ぬ
不、
本、
意、
な、
処
遇
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
も
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
本
詩
の
結
句

｢

陰
風
は
正
に
怒
号
せ
り｣

と
い
う
不
吉
な
終
わ
り
方
を
見
る
と
、

孟
某
の
任
地
は
、
い
ま
政
情
不
安
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
紛
争
地
域
で
あ
る
か
と
も
想
像
さ
れ
る

(�)
。
こ
の
こ
と
も
、
先
に
述
べ
た
范
滂
伝

の
故
事

(

冀
州
巡
察)

に
符
合
す
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
勘
案
す
る
と
、
本
詩
第
二
句
の
原
文
は
、
や
は
り

｢

范、
功
曹｣

で
あ
る
方
が

相
応
し
く
、
そ
れ
に
対
す
る
第
一
句
も
恐
ら
く
は

｢

白、
司
馬｣

で、
は、
な、
い、
可
能
性
が
強
く
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
金
沢
本
の
異
文

｢

魚
司
馬｣

と
は
誰
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

平
岡
氏
の
判
断
で
は
、
そ
れ
は
更
に

｢

魯
司
馬｣

の
転
訛
で
あ
る
と
い
う

(
前
掲
注
17)

。
そ
の
理
由
は
、
同
じ
く

『

白
氏
文
集』

巻
十
七
の
次
の
詩

(

作
品
番
号
一
〇
一
〇)

の
、
こ
れ
ま
た
同
じ
く
金
沢
本
に
施
さ
れ
た
書
き
入
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

白
居
易

｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
の
本
文
異
同
に
つ
い
て

5
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潯
陽
歳
晩
、
寄
元
八
郎
中
・�
三
十
三
員
外

潯
陽
の
歳
晩
、
元
八
郎
中
・�

三
十
三
員
外
に
寄
す

白
居
易

閲
水
年
將
暮

燒
金
道
未
成

水か
は

を
閲な

が

め
つ
つ

年
は
将ま

さ

に
暮
れ
ん
と
し
、
金
を
焼た

く
も

道
し
ゅ
ぎ
ょ
う

は
未
だ
成
ら
ず
。

丹
砂
不
肯
死

白
髮
事
須
生

丹
砂

肯あ
へ

て
死
せ
ざ
る
も
、
白
髪
は

事
須

す
べ
か
ら

く
生
ず
べ
し
。

病
肺
慚
杯
滿

衰
顏
忌
鏡
明

肺
を
病
み
て

杯
の
満
つ
る
を

慚
あ
り
が
た
し

と
す
る
も
、
衰
顏
な
れ
ば

鏡
の

明
あ
き
ら
か

な
る
を
忌い

む
。

春
深
舊
郷
夢

歳
晩
故
交
情

春
深
く
し
て

旧
郷

ふ
る
さ
と

を
ば
夢ゆ

め

み
、
歳
晩く

れ
な
ば

故
交

と

も

へ
の
情

お
も
ひ
つ
の
れ
り
。

一
別
浮
雲
散

雙
瞻
列
宿
榮

一
別

浮
雲
の
ご
と
く
散
じ
、
双
瞻
す
れ
ば

列
宿
の
ご
と
く
栄
ゆ
る
な
ら
ん
。

�
頭
階
下
立

龍
尾
道
前
行�
頭
の
階
下
に
立
ち
、
龍
尾
の
道
前
に
行あ

ゆ

む
。

封
事
頻
聞
奏

除
書
數
見
名

封
事

頻
り
に
聞
奏
し
、
除
書
に

数し
ば

し
ば
名
を
見

あ
ら
は
す
。

虚
懷
事
僚
友

平
歩
取
公
卿

虚
懐

僚
友
に
事ま

じ

は
り
、
平
歩

公
卿
に
取む

か

ふ
。

漏
盡�
人
報

朝
迴
幼
女
迎

漏
と
け
い
尽
き�
人
の
報
ず
る
あ
さ
、
朝

み
か
ど
よ
り
迴か

へ

り
て

幼
女
迎む

か

ふ
。

可
憐
白
司
馬

老
大
在�
城

憐
れ
む
べ
し

白
司
馬
は
、
ひ
と
り
老
大
の
ま
ま�
城
に
在
り
。

こ
の
詩
も
白
居
易
江
州
司
馬
左
遷
中
の
作
品
で
あ
る
。
み
や
こ
長
安
で
立
派
に
中
央
官
を
務
め
る
友
人
元
宗
簡
と�
敬
休
と
に
送
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
平
岡
氏
が
注
目
し
た
の
は
、
傍
線
を
付
し
た
最
終
聯

｢

白
司
馬｣

の
部
分
で
あ
る
。
金
沢
本

(�)

は
、

と
す
る
が
、
さ
ら
に
こ
の

｢

白｣

字
の
真
下

(

ア
ミ
カ
ケ
部
分)
に
は
、
当
初
別
の
字
が
書
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
胡
粉
に
よ
っ
て
塗

抹
し
た
形
跡
が
あ
る
。
こ
の
塗
抹
字
に
つ
い
て
は
、
透
視
に
よ
っ
て

｢
魯｣
字
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が

(�)

、
平
岡
氏
は
こ
れ
を

正
文
と
し
て
認
め
、
更
に

｢

魯
司
馬｣

と
は
三
国
魏
に
お
い
て
司
馬
の
職
に
あ
っ
た
魯
芝

(

伝
は

『

晋
書』

良
吏
伝
に
見
ゆ)

で
あ
ろ

う
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
魯
芝
の
そ
れ
は
、
魏
王
朝
の
中
央
官
た
る

｢

司
馬

(�)｣
で
あ
っ
て
、
特
別
な
理
由
も
な
く
唐
代

江
南
の
一
地
方
官
を
指
す
に
は
、
あ
ま
り
に
も
懸
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
更
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
必

�
中
国
文
学
論
集

第
三
十
七
号
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要
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
平
岡
氏
の
説

(

魯
司
馬
説)

を
再
検
討
し
、
第
三
の
説

(

魚
司
馬
説)

を
提
出
し
た
の
が
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
謝
思

�
氏
の

『
白
居
易
詩
集
校
注』

で
あ
る

(�)
。

謝
氏
に
よ
れ
ば
、｢

魚
司
馬｣

と
は
次
に
挙
げ
る
梁
の
何
遜
の
五
言
詩
に
登
場
す
る
人
物

(�)

を
指
す
と
い
う
。

日
夕
望
江
、
贈
魚
司
馬

日
夕

江
を
望
み
、
魚
司
馬
に
贈
る

何
遜

(

四
六
七
？
〜
五
一
八
？)

�
城
帶マ

マ�
水�
水�
如
帶�
城
は�
水
を
帯
び
、�
水
は�め

ぐ

り
て
帯
の
如
し
。(

上
帶
字
、
當
作
對
。
注
27
詳
述
。)

日
夕
望
高
城

眇
眇
青
雲
外

日
夕

高
城
を
望
め
ば
、
眇
眇
た
り

青
雲
の
外
。(

高
城
、
一
作
高
樓
。
眇
眇
、
一
作
耿
耿
。)

城
中
多
宴
賞

絲
竹
常
繁
會

城
中

宴
賞

多
く
、
絲
竹

常
に
繁
会
す
。

管
聲
已
流
悦

絃
聲
復
悽
切

管ふ
え

の
声ね

は

已す
で

に
流
悦
し
、
絃こ

と

の
声

し
ら
べ
は

復
た
悽
切
。

歌
黛
惨
如
愁

舞
腰
疑
欲
絶

歌う
た
ひ
め

の
黛ま

ゆ

惨
と
し
て
愁
ふ
る
が
如
く
、
舞

ま
ひ
こ
の
腰

疑
た
ち
ど
ま(

＝
凝)

り
て
絶
え
ん
と
欲
す
。

仲
秋
黄
葉
下

長
風
正
騒
屑

仲
秋

黄
葉
下ち

り
、
長
風

正
に
騒
屑
サ
ワ
サ
ワ

。

早
雁
出
雲
歸

故
燕
辭
檐
別

早
雁

雲
よ
り
出
で
て
帰も

ど

れ
ば
、
故
燕

檐の
き

を
辞
し
て
別
る
。

晝
悲
在
異
縣

夜
夢
還
洛�
昼
は
異
県
に
在
る
を
悲
し
み
、
夜
は
洛�み

や
こ

に
還か

へ

る
を
夢
む
。

洛�
何
悠
悠

起
望
登
西
樓

洛�
何
ぞ
悠
悠
た
る
、
起
望

西
楼
に
登
る
。

的
的
帆
向
浦

團
團
日
隱
洲

的
的

ポ
ツ
ン

と
し
て

帆
し
ら
ほ
は
浦
に
向
か
ひ
、
団
団

ま
る
ま
る

と
し
て

日
ゆ
う
ひ
は
洲
に
隠
れ
ん
と
す
。(

日
隱
洲
、
一
作
月
映
洲
。)

誰
能
一
羽
化

輕
擧
逐
飛
浮

誰
か
能
く
一ひ
と

た
び
羽
化
し
て
、
軽
挙
し
て

(

夕
陽
を)

逐お

ひ
て
飛
浮
せ
ん
。

(『

玉
台
新
詠』

巻
五

(�))

こ
の
詩
は
冒
頭

｢�
城｣

の
二
字
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
い
ま
白
居
易
が
い
る
江
州

(

江
西
省
九
江
市)

を
舞
台
と
し
て
い
る
。

し
か
も

｢

管
絃｣

の
う
た
げ
に
興
じ
、
異
郷
の
卑
官
に
あ
る
悲
し
み
を
訴
え
る
部
分
も
、
上
述
の

｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
、
更
に
は
江
州

司
馬
左
遷
中
の
彼
の
一
連
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
に
、
見
事
に
重
な
り
合
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
白
居
易
は
、
江
州
司
馬
の
職
に
あ
る
自

己
を
こ
の
六
朝
期
の
作
品

(�)

に
な
ぞ
ら
え
て
、｢

潯
陽
魚、
司
馬｣

(｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
第
一
句)

、
そ
し
て

｢

可
憐
魚、
司
馬
、
老
大
在�
城｣

白
居
易

｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
の
本
文
異
同
に
つ
い
て

7
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(｢
潯
陽
歳
晩
…｣

詩
の
最
終
聯)

と
書
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
章
の
小
結
と
し
て
、
白
居
易

｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
を
、
筆
者
が
正
し
い
と
思
う
本
文
に
修
正
し
て
解
釈
を
示
し
て
お
き

た
い
。

夜
送
孟
司
功

夜
に
孟
司
功
を
送
る

白
居
易

潯
陽
魚
司
馬

夜
送
范
功
曹

潯
陽
の
魚
司
馬
、
夜

范
功
曹
を
送
る
。

江
闇
管
絃
思

樓
明
燈
火
高

江
闇く

ら

く
し
て

管
絃
思お

も

ひ
あ
り
、
楼

明
あ
き
ら
か

に
し
て

灯
火
高た

か

し
。

湖
波
翻
似
箭

霜
草
殺
如
刀

湖
波

翻
ひ
る
が
へ

る
こ
と
箭や

の
似ご

と

く
、
霜
草

殺か

る
る
こ
と
刀
の
如
し
。

且
莫
開
征
櫂

陰
風
正
怒
號

且
し
ば
ら
く
征
棹
を
開
く
莫な

か

れ
、
陰
風

正ま
さ

に
怒
号
せ
り
。

か
つ
て
梁
の
何
遜
に
う
た
わ
れ
た
魚
司
馬
の
よ
う
に
、
私
は
い
ま
、
こ
の
寂
し
い
潯
陽
の
ま
ち
で
卑
官
に
甘
ん
じ
て
い
る
。

し
か
し
今
宵
は
、
後
漢
の
范
功
曹
の
ご
と
き
有
能
な
君
を
、
こ
の
埠
頭
に
見
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
江
水

か

わ

の
し
じ
ま
に
、
管
絃

の
ゆ
る
や
か
な
調
べ
が
響
き
わ
た
り
、
埠
頭
の
か
が
り
火
が
、
夜
空
に
高
々
と
楼
閣
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
南
湖
よ
り

長
江
に
そ
そ
ぐ
水
路
の
水
は
、
我
々
を
せ
き
立
て
て
矢
の
よ
う
に
速
く
流
れ
、
晩
秋
の
霜
の
気
は
、
ま
る
で
刀
剣
で
薙
ぎ
倒
し

た
か
の
よ
う
に
、
地
面
の
草
花
を
凋し

ぼ

ま
せ
て
し
ま
っ
た
。
お
い
、
そ
ん
な
に
出
航
を
急
が
れ
る
な
。
陰
惨
な
烈
風
が
、
い
ま
君

の
行
く
手
に
は
怒
号
の
ご
と
く
唸う

な

り
声
を
上
げ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

三

典
故
表
現
と
し
て
の
江
州
司
馬

こ
こ
で
改
め
て
白
居
易
と
何
遜
詩
と
の
関
係
を
確
か
め
て
み
た
い
。
白
楽
天
は
果
た
し
て
本
当
に
何
遜
の
こ
の
詩
を
読
み
、
み
ず
か

ら
を

｢

魚
司
馬｣

に
な
ぞ
ら
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
こ
の
答
え
は
、
実
に
意
外
な
と
こ
ろ
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『

白
氏
文
集』

巻
十
六
の
冒
頭

｢

東
南
行
一
百
韻｣

と
題
す
る
長
篇
詩
の
中
に
、
ま
さ
し
く
彼
は
、
こ
の
詩
を
引
用
し
て
江
州
の
ま
ち
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
国
文
学
論
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林
對
東
西
寺

山
分
大
小
姑

林
は

東
西
の
寺
に
対
し
、
山
は
大
小
の
姑
を
分
か
つ
。

[
白
氏
自
注]

東
林
・
西
林
寺
在
廬
山
北
、
大
姑
・
小
姑
在
廬
山
南
、
彭
蠡
湖
中
。

＊
東
林
・
西
林
寺
は
廬
山
の
北
に
在
り
、
大
姑
・
小
姑
は
廬
山
の
南
、
彭
蠡
湖
の
中
に
在
り
。

廬
峯
蓮
刻
削�
浦
帶�
紆

廬
峯
は

蓮
の
ご
と
く
刻
削
し
、�
浦
は
帯
の
ご
と
く�
紆
す
。

[

白
氏
自
注]
蓮
花
峯
在
廬
山
北
、�
水
在
江
城
南
。
何
遜
詩
云
、�
城
對�
水
、�

水�
如
帶

(�)

。

＊
蓮
花
峯
は
廬
山
の
北
に
在
り
、�
水
は
江
城
の
南
に
在
り
。
何
遜
詩
に
云
ふ

｢�

城
は
對�

水
に
対
し
、�

水
は�
る
こ
と
帯
の
如
し｣

と
。

(

作
品
番
号
〇
九
〇
八
詩
、
そ
の
第
一
三
七
〜
一
四
〇
句
。
傍
線
は
筆
者)

こ
の
詩
は
、｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
と
同
じ
く
、
元
和
十
二
年

(

八
一
七)

の
作
と
さ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
第
一
三
六
句
に

｢

淮
寇

は
尚
ほ
誅
を
稽と

ど

む｣

と
あ
っ
て
、
呉
元
済
の
乱

(

前
掲
注
19)

鎮
圧
以
前
の
も
の
と
思
し
い
。
何
遜
の
こ
の
詩
は
、
江
州
を
詠
じ
た
名

作
の
一
つ
と
し
て
、
確
か
に
白
居
易
に
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
も
白
楽
天
と
こ
の
何
遜
詩
と
の
関
係
は
、
そ
れ
の
み
に
留
ま
る
も
の
で
は
無
か
っ
た
。

(『

白
氏
文
集』

巻
六
十
六
、
作
品
番
号
三
三
一
二
詩
。
そ
の
第
二
一
〜
二
二
句)

こ
れ
は
開
成
二
年

(

八
三
七)

の
作
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
に
比
べ
、
か
な
り
後
年
の
詩
で
は
あ
る
が
、
何
遜
詩
の
第
九
〜
十
句

｢

歌

黛
惨
如
愁
、
舞
腰
疑
欲
絶｣

を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
筆
者
は
こ
の
白
詩
句
に
見
え
る
自
注

｢

凝
去聲｣ (�)

を
根
拠

と
し
て
、
先
に
示
し
た
何
遜
詩

｢

疑
欲
絶｣

の

｢

疑｣

字
を

｢
凝｣

(

と
ま
る
、
急
停
止
す
る)

の
意
味
で
訓
ん
だ
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
自
然
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、｢

琵
琶
引

(

琵
琶
行)｣

の
次
の
名
場
面
で
あ
る
。

(『

白
氏
文
集』

巻
十
二
、
作
品
番
号
〇
六
〇
三
詩
。
そ
の
第
二
七
〜
三
〇
句
。
傍
点
は
筆
者
、
以
下
同)

白
居
易

｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
の
本
文
異
同
に
つ
い
て

9

舞
急
紅
腰
凝
去聲

歌
遲
翠
黛
低

舞
は
急
に
し
て

紅
腰

凝
た
ち
ど
ま

り
、
歌
は

遅
ゆ
る
や
か

に
し
て

翠
黛
低ひ

そ

め
た
り

間
關
鶯
語
花
底
滑

幽
咽
泉
流
氷
下
難

間
関
た
る
鴬
語

花
底
に

滑
な
め
ら
か

に
、
幽
咽
せ
る
泉
流

氷
下
に
難な
や

め
り
。

氷
泉
冷
澀
絃
凝
絶

○

○

凝
絶

○

○

不
通
聲
暫
歇

氷
泉

冷
渋
し
て

絃

凝
絶
し
、
凝
絶
し
て
通
ぜ
ず

声

暫
く
歇や

む
。
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こ
の
一
節
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
琵
琶
の
演
奏
の
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
楽
曲
の
一
時
的
な
中
断
、
、
を
意
味
す
る

｢

凝
絶｣

の
語
は
、
恐
ら
く
は
何
遜
詩
の

｢

疑

(

凝)

欲
絶｣

を
二
字
に
省
略
し
て
作
ら
れ
た
表
現
と
し
て
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
何
遜

｢

日
夕
望
江｣

詩
の
詠
じ
た
情
景

江
州
の
ま
ち

(�

浦
の
川
辺)

、
夕
暮
れ
時
、
二
人
の
登
場
人
物

(

何
遜
・
魚
司
馬)

、
管
絃
と
妓
女
の
舞
姿
、
み
や
こ

(

洛�)
へ
の
思
い

は
、
既
に
述
べ
た
通
り

｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
に
共
通
す

る
部
分
が
多
い
が
、
更
に
な
お
重
な
り
合
っ
て
見
え
る
の
は
、
か
く
い
う
白
楽
天
の
江
州
で
の
絶
唱

｢

琵
琶
引｣

で
あ
る
。

筆
者
は
、
か
ね
て
よ
り

｢

琵
琶
引｣

の
本
文
、
そ
し
て
そ
の
前、
置、
き、
と
し
て
の
効
果
を
も
つ
序
文
に
お
い
て
、
そ
の
登
場
人
物
た
ち

の

｢

不
透
明｣

な
描
き
方
に
興
味
を
覚
え
て
い
た

(�)
。
作
者
本
人
と
思
し
き
彼
は
、
序
文
に
お
い
て

｢

予｣

、
ま
た
本
文
で
は

｢

主
人｣

と
の
み
称
し
、
彼
が
見
送
ろ
う
と
し
て
い
る
旅
人

(｢

客｣

と
の
み
称
す)

や
、
更
に
は
琵
琶
の
名
演
奏
を
披
露
し
た
か、
の、
女、
性、
に
至
っ

て
は
、
そ
の
名
が
決
し
て
明
か
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
こ
ん
に
ち
も
な
お

｢

琵
琶
引｣

が
名
作
と
し
て
鑑

賞
さ
れ
る
所
以
の
一
つ
が
、
そ
の
登
場
人
物
の
不
透
明
な
呼
称
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
一
方
、
主
人
公

(

す
な
わ
ち

｢

予｣)

の
官
職
名
が
、
そ
の
名
前
の
扱
い
方
と
は
逆
に
、
き
わ
め
て
具
体
的
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
、
筆
者
は
少
な
か
ら
ず
不
均
衡
な
違
和
感
を

感
じ
て
い
た
。

(

そ
の
第
八
五
〜
最
終
句)

だ
が
、
こ
の

｢

江
州
司
馬｣

の
明
示
を
、
何
遜
詩
に
登
場
す
る

｢
魚
司
馬｣

に
基
づ
く
典
故
表
現
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
不
均
衡
感

も
幾
分
か
は
緩
和
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
ゆ
く
と
、
こ
の

｢

琵
琶
引｣

に
語
ら
れ
た
物
語
、
、
も
、
六

朝
何
遜
詩
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

｢

創
作｣

で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
十
分
可
能
に
な
っ
て
く
る
。｢

琵
琶
引｣

は
果
た
し
て
実
話
、
、
な

の
か
、
は
た
ま
た
創
作
性
の
強
い
虚
構
、
、
な
の
か

(

い
か
に
も
作、
り、
話、
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
明
示
し
た
上
で
語
ら
れ
て
い
る
の
か)

に

つ
い
て
は

(�)

、
ま
た
稿
を
改
め
て
、
筆
者
の
見
解
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
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淒
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滿
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泣
な
み
だ
を
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ほ

ふ
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中
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最
多
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州○

司○

馬○

青
衫
濕

就
中

泣
下
る
こ
と

誰
ぞ
最
も
多
き
、
江
州
司
馬

青
衫

湿
う
る
ほ
ふ
。
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注

(
１)

平
岡
武
夫
・
今
井
清

[

校
定]

『

白
氏
文
集』

全
三
冊

(

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
一
〜
七
三
年)

。

(

２)
太
田
次
男
・
小
林
芳
規

[

共
著]

『

神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究』

(

勉
誠
社
、
一
九
八
二
年)

、
太
田
次
男

『

旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白

氏
文
集
本
文
の
研
究』

全
三
冊

(

勉
誠
社
、
一
九
九
七
年)

、
同
氏
著

『

空
海
及
び
白
楽
天
の
著
作
に
係
わ
る
注
釈
書
類
の
調
査
研
究』

全
三
冊

(
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年)

。

(

３)

も
ち
ろ
ん
、
海
外
の
研
究
者
に
も
参
照
す
べ
き
業
績
は
あ
る
。
羅
聯
添

『

白
居
易
散
文
校
記』

(

台
湾
・
学
海
出
版
社
、
一
九
八
六
年)

、

朱
金
城

『

白
居
易
集
箋
校』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年)

な
ど
。

(

４)

現
在
所
在
の
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
、
次
の
三
箇
所
の
も
の
が
あ
る
。
①
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
…
…
影
印
は

『

金
沢
文
庫
本
白
氏

文
集』

全
四
冊

(

勉
誠
社
、
一
九
八
三
〜
八
四
年)

。
②
天
理
図
書
館
所
蔵
…
…
影
印
は

『

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
・
漢
籍
之
部
第
二
巻
・

文
選

趙
志
集

白
氏
文
集』

(
八
木
書
店
、
一
九
八
〇
年)

。
③
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
…
…
影
印
は

『

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴

重
典
籍
叢
書
・
文
学
篇
第
二
十
一
巻
・
漢
詩
文』

(

臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年)

。

(

５)

謝
思�『
白
居
易
詩
集
校
注』
(

北
京
・
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年)

。
な
お
静
永
の
書
評

｢

謝
思�『
白
居
易
詩
集
校
注』

の
刊
行
を

賀
す｣

(『

白
居
易
研
究
年
報』

第
八
号
、
二
〇
〇
七
年)

の
第
二
章
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。
華
訳
は
陳�｢
謝
思�
《
白
居
易
詩
集
校

注
》
述
評｣

(『

中
唐
文
学
会
報』

第
十
四
号
、
二
〇
〇
七
年)

が
あ
る
。

(

６)

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
。
影
印
は

『

白
氏
長
慶
集』

(

北
京
・
文
学
古
籍
刊
行
社
、
一
九
五
五
年
。
の
ち
台
湾
・
藝
文
印
書
館
、
一
九

八
一
年
再
刊)

。
ま
た
中
華
再
造
善
本

[

唐
宋
編
・
集
部]

『
白
氏
文
集』

(

北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年)

。
な
お
、
上
記
の
う
ち

九
州
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
一
九
五
五
年
文
学
古
籍
刊
行
社
影
印
線
装
本
は
、
同
年
訪
日
し
た
郭
沫
若
氏
が
か
つ
て
の
母
校
九
州
大
学

に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
九
州
大
学
大
学
院
岸
田
憲
也
君
の
調
査
に
よ
っ
て
知
っ
た
。

(

７)

白
居
易
の
作
品
番
号
お
よ
び
製
作
年
代
の
考
証
は
、
花
房
英
樹

『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究』

(

彙
文
堂
書
店
一
九
六
〇
年
初
版
、
の

ち
朋
友
書
店
一
九
七
四
年
再
版)

に
収
め
る

｢

綜
合
作
品
表｣

に
よ
る
。

(

８)

な
お
、
他
に
も

｢

闇｣

字
を

｢

暗｣

字
に
、
ま
た

｢

絃｣

字
を

｢

弦｣

字
に
作
る
な
ど
の
瑣
細
な
異
同
が
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
意

味
上
の
区
別
を
伴
わ
な
い
も
の

(

異
体
字)

と
判
断
し
、
こ
こ
で
は
不
問
に
付
し
た
。
以
下
、
他
の
詩
句
も
同
様
。

白
居
易

｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
の
本
文
異
同
に
つ
い
て

11



― ―

(

９)

前
掲
注

(

１)
『

白
氏
文
集』

そ
の
第
一
冊
、
三
〇
九
頁
。

(
10)

活
字
本
と
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
朝
鮮
銅
活
字
本

(

一
四
八
五
年
刊)

。
麗
本
と
は
天
理
図
書
館
所
蔵
朝
鮮
整
版
本
。
那
波
本
は
江
戸

の
那
波
道
円
一
六
一
八
年
刊
本

(

平
岡
武
夫

『

白
氏
文
集
歌
詩
索
引』

に
影
印
所
収
、
同
朋
舎
、
一
九
八
九
年)

。
馬
本
は
明
代
の
馬
元

調
一
六
〇
六
年
刊
本
。
汪
本
は
清
代
の
汪
立
名
一
七
〇
三
年
刊
本
。
全
唐
詩
本
は
清
代
の
曹
寅
奉
勅
撰
一
七
〇
七
年
刊
本
。

(

11)

神
鷹
徳
治

｢

悲
劇
の
善
本
朝
鮮
銅
活
字
本

『

白
氏
文
集』

那
波
本
の
生
誕
を
繞
っ
て

｣
(

勉
誠
出
版

『

ア
ジ
ア
遊
学』

第
十

二
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
月)

参
照
。

(

12)
『

広
韻』

去
声
七
志
韻
。
相
吏
切
、
念
也
。
謝
思�『
白
居
易
詩
集
校
注』

も
、｢

思
、
愁
思
。｣

と
解
釈
し
た
上
で
、『

毛
詩
序』

の

｢

亡
国
の
音
は
哀
に
し
て
以
て
思
ふ｣

を
挙
げ
、
そ
の

『

経
典
釈
文』

の

｢

思
、
息
吏
反｣

と
い
う
反
切
を
引
用
す
る

(

吏
字
は
去
声)

。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
金
沢
本
第
十
七
巻
に
は
随
処
に
声
点
が
見
ら
れ
、
特
に
作
品
番
号
一
〇
五
五
詩
の
第
五
句

｢

試
將
詩
思
相
招
去｣

に
は
同
じ
く

｢

○

思｣

と
の
声
点
が
見
え
る
。
こ
の
詩
の
場
合
、
平
仄
の
関
係
か
ら
も

｢

思｣

字
は
去
声
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

た
だ

し
金
沢
本
以
外
の
諸
本
は

｢

詩
句、｣
に
作
る)

。
平
安
文
人
た
ち
が

『

白
氏
文
集』

な
ど
の
漢
籍
を
読
む
際
、｢

訓
読｣

と
と
も
に
必
ず
や

｢

音
読｣

も
重
視
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
静
永

｢

平
安
文
人
た
ち
と

『

白
氏
文
集』｣

(

勉
誠
出
版

『

ア
ジ
ア
遊
学』

第
九
三
号
、

二
〇
〇
六
年
十
一
月)

に
述
べ
た
。

(

13)

前
掲
注

(

４)

①
勉
誠
社

『

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集』

の
図
版
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が

(

第
二
冊
、
二
十
一
頁)

、
実
際
の
原

本
は
、
か
な
り
複
雑
な
抄
録
形
態
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
要
点
の
み
を
図
示
す
れ
ば
、

の
よ
う
に
、｢

波｣

字
は
後
か
ら
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

｢�(
殺)｣

字
の
上
に
も
、
書
き
入
れ
を
指
示
し
よ
う
と
し

た
か
の
如
き

｢

○｣

印
が
付
け
ら
れ
て
い
る

(

声
点
で
は
な
い)

。
こ
の
一
句
に
つ
い
て
は
、
金
沢
本
の
原
本
に
も
混
乱
が
見
ら
れ
る
。

(

14)

我
が
国
に
数
種
所
蔵
さ
れ
る
那
波
本

『

白
氏
文
集』

の
当
該
詩
句
の
欄
外
に
は
、
こ
の
異
文
に
つ
い
て
の
書
き
込
み
が
見
え
る
。
す
な

わ
ち
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
本

(

林
羅
山
書
き
入
れ
本)

、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
本

(

伝
細
井
平
洲
旧
蔵
本)

、
慶
應
義
塾
大
学
図

書
館
所
蔵
本

(

新
見
正
路
書
き
入
れ
本)

の
三
種
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
羅
山
本
の
み

｢
潮、
翻
波
似
箭
、
霜
殺
草
如
刀｣

と
す
る
が
、
蓬
左

中
国
文
学
論
集

第
三
十
七
号

12

｢

潮湖
摺
本

翻
○ 波

似

箭
・
霜
○�
草

レ
摺
本

如

刀｣
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本
・
新
見
本
は

｢

湖、
翻
波
似
箭
、
霜
殺
草
如
刀｣

と
す
る
。｢

潮｣

字
を
意
図
的
に
退
け
た
か
。
別
の
白
詩

(

巻
十
六
、
〇
九
四
八
詩)

に
｢

近
來
潮
不
到�
城

(

近
ご
ろ
潮
は�
城
に
到
ら
ず)｣

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の

｢

潮｣

字
に
は
疑
念
が
残
る
。

(

15)
一
般
に
五
言
句
は

｢

上
二
文
字
・
下
三
文
字｣

で
区
切
れ
る
が
、
白
詩
に
は
往
々
に
し
て
、
こ
の
リ
ズ
ム
を
故
意
に
変
化
さ
せ
る
場
合

が
あ
る
。
松
浦
友
久

｢

白
居
易
の
リ
ズ
ム

詩
型
と
そ
の
個
性

｣
(『

白
居
易
研
究
講
座』

第
一
巻
所
収
、
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
。

の
ち

『
松
浦
友
久
著
作
選
Ⅱ』

に
収
録
、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
年)

参
照
。

(

16)

金
沢
本

『
白
氏
文
集』

第
十
七
巻
の
奥
書
に
拠
れ
ば
、
本
巻
は
日
本
の
Ａ
寛
喜
三
年

(

一
二
三
一)

三
月
十
三
日
に
唯
寂
房

(

あ
る
い

は
寂
有)

に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
、
同
日
に
豊
原
奉
重
が
校
閲
。
の
ち
Ｂ
嘉
禎
二
年

(

一
二
三
六)

三
月
十
四
日
に

｢

唐
本｣

に
よ
っ
て
二

度
目
の
校
勘
が
行
わ
れ
、
ま
た
Ｃ
建
長
四
年

(

一
二
五
二)

正
月
五
日
に

｢

伝
え
下
せ
る
貴
所
の
御
本｣

に
よ
っ
て
三
度
目
の
校
勘
と
移

点
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
の

｢

摺
本｣

と
は
、
恐
ら
く
Ｂ
嘉
禎
二
年
の

｢

唐
本｣

(

宋、
代
の
印
刷
本)

の
文
字
を
指
す
と
思
わ
れ

る
。
と
す
れ
ば
、｢

魚
イ｣

の
注
記
は
Ｃ
の

｢

伝
下
貴
所
之
御
本｣

か
ら
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
本
の
来
歴
等
は
未
詳
で
あ

る
が
、
建
長
四
年
と
言
え
ば
、
後
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
宗
尊
む
ね
た
か

親
王
が
征
夷
大
将
軍
と
し
て
鎌
倉
に
下
っ
た
年
で
あ
る
。
親
王
東
下
に
関
連
し

て
、
皇
室
秘
蔵
の

｢

御
本｣

(

恐
ら
く
唐、
鈔
本
に
基
づ
く
平
安
旧
鈔
本)

の
借
覧
が
鎌
倉
御
家
人

(

豊
原
奉
重
ら)

に
許
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

(

17)

前
掲
注

(

１)
『

白
氏
文
集』

そ
の
第
一
冊
巻
頭
に
掲
載
す
る
平
岡
武
夫

｢

白
氏
文
集
の
校
定

序
説｣

そ
の
三
十
五
〜
三
十
六
頁
に

詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(

18)

ち
な
み
に
、
こ
の
功
曹
時
代
の
范
滂
の
事
績
と
謡
言
は
、
白
居
易
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る

『

白
氏
六
帖
事
類
集』

巻
二
十
一
の
第
七
十

三

｢

功
曹｣

の
部
に
も

｢

主
諾｣

と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。

(

19)

こ
の
詩
は
、
花
房
英
樹
氏

(

前
掲
注
７)

等
に
よ
っ
て
元
和
十
二
年

(

八
一
七)

に
繋
年
さ
れ
る
。
白
居
易
四
十
六
歳
。
ま
た
第
六
句

｢

霜
草
殺
如
刀｣

の
表
現
よ
り
、
恐
ら
く
そ
の
年
の
晩
秋
か
ら
初
冬
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
時
に
淮
西
節
度
使
呉
元
済
の
反
乱
が
終
結

(

同
年
十
月
呉
元
済
捕
縛
、
翌
月
長
安
で
斬
首)

。
孟
某
の
赴
任
は
、
恐
ら
く
そ
れ
に
連
動
す
る
人
事
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み

に
淮
西
節
度
使
の
拠
点
は
当
時
の
蔡
州
。
い
ま
の
河
南
省
汝
南
市
か
ら�
城
市
の
一
帯
で
あ
っ
て
、
奇
し
く
も
范
滂
の
故
郷
に
あ
た
る
。

(

20)

前
掲
注

(

４)

①
勉
誠
社

『

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集』

第
二
冊
、
そ
の
六
頁
の
図
版
。

白
居
易

｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
の
本
文
異
同
に
つ
い
て

13
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(

21)

前
掲
注

(

17)

に
同
じ
。
な
お
、
こ
の
塗
抹
字
に
つ
い
て
、
紙
背
よ
り
光
を
当
て
て
ま
ず
最
初
に
透
視
を
試
み
た
の
は
、
太
田
次
男
博

士
で
あ
る
。
太
田
氏
の
講
演
録

｢

古
写
本
を
覗
く｣

(

前
掲
注
２
の
太
田
氏
の
二
単
著
に
と
も
に
収
録)

、
お
よ
び
白
居
易
研
究
会
の
座
談

会
｢

太
田
次
男
先
生
を
囲
ん
で

白
居
易
研
究
の
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ

｣
(『

白
居
易
研
究
年
報』

第
八
号
、
二
〇
〇
七

年)
参
照
。

(

22)
『

晋
書』
巻
九
十
、
良
吏
伝
に
拠
れ
ば
、
魏
朝
後
期
、
中
央
政
権
の
実
力
者
で
あ
っ
た
曹
爽

(

曹
の
太
祖
の
一
族)

が
魯
芝
を

｢

司
馬｣

に
昇
進
さ
せ
た
と
い
う
。
し
か
し
曹
爽
は
の
ち
司
馬
懿

(

晋
の
宣
帝)

に
よ
っ
て
謀
叛
の
罪
を
着
せ
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
魯
芝
は
、
曹
爽

に
忠
告
し
、
投
降
し
て
命
を
全
う
す
る
こ
と
を
勧
め
た
が
、
狼
狽
し
た
曹
爽
は
彼
の
言
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
や
が
て
曹
爽
が

誅
殺
さ
れ
た
後
、
魯
芝
は
一
時
投
獄
さ
れ
る
が
、
司
馬
懿
に
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
て
そ
の
幕
下
に
入
り
、
や
が
て
晋
朝
に
至
っ
て
も
活

躍
し
、
光
禄
大
夫
を
以
て
致
仕
す
る
。

(

23)

前
掲
注

(

５)

謝
氏
校
注
の
第
三
冊
、
一
三
七
二
頁
。
ま
た
、
そ
の
考
証
は
同
書
第
一
冊
の

｢

前
言｣

第
十
三
頁
に
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
説
の
提
案
者
は
中
華
書
局
総
編
輯
の
傅��
氏
で
あ
る
と
い
う
。
更
に
詳
し
く
謝
思�
氏
に
事
情
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
校
注

の
校
正
時
に
、
傅
氏
が
謝
氏
に
直
接
に
指
示
し
た
と
の
由
で
あ
る
。

(

24)

清
・
呉
兆
宜
の

『

玉
台
新
詠
箋
註』

等
に
拠
れ
ば
、
こ
の
魚
司
馬
と
は
、『

南
史』

巻
五
十
五
お
よ
び

『

梁
書』

巻
二
十
八
に
伝
が
見

え
る
魚
弘
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
鈴
木
虎
雄

『
玉
台
新
詠
集』

(

岩
波
文
庫
、
一
九
五
五
年
。
そ
の
中
冊
一
九
九
頁)

が
既
に
疑
問
を
呈

し
て
い
る
よ
う
に
、
史
書
に
見
え
る
魚
弘
の
司
馬
職
就
任

(

太
清
元
年

[

五
四
七]

以
降)

の
頃
、
既
に
何
遜
は
在
世
し
な
い
。
こ
の
詩

に
見
え
る
魚
司
馬
と
梁
の

｢

驍
将｣

で
あ
っ
た
と
謂
わ
れ
る
魚
弘
と
は
別
人
の
可
能
性
が
あ
る
。
史
書
の
伝
え
る
魚
弘
は
、
身
長
八
尺
、

白
皙
の
美
男
子
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
生
き
ざ
ま
は
享
楽
的
で
、
や
や
放
埒
に
も
過
ぎ
る
よ
う
だ
。
南�
・��
・
竟
陵
の
三
太
守
を

歴
任
し
た
が
、
か
つ
て
彼
み
ず
か
ら
が
人
に
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は

｢
自
分
が
郡
守
と
な
る
と

『

四
尽』

が
起
こ
る
。
水
中
に
は
魚
鼈
が
尽

き
、
山
中
で
は�
鹿
が
尽
き
、
田
中
に
米
穀
が
尽
き
、
村
里
で
は
人
庶
が
尽
き
る
、
云
々｣

と
。
恐
ら
く
白
居
易
に
お
い
て
も
、
こ
の
正

史
所
伝
の
魚
弘
の
人
と
為
り
は
、
全
く
念
頭
に
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

25)

何
遜
の
こ
の
詩
は
、『

玉
台
新
詠』

の
ほ
か
、『

藝
文
類
聚』

巻
三
十
一
、『
文
苑
英
華』

巻
二
四
七
、
そ
し
て
明
代
に
編
集
さ
れ
た

『

何
水
部
集』

三
巻
の
巻
一
に
収
録
。
ま
た
単
行
の
排
印
本
と
し
て
北
京
・
中
華
書
局
編
集

『

何
遜
集』

(

一
九
八
〇
年)

が
あ
る
。

� 中
国
文
学
論
集

第
三
十
七
号
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(

26)

何
遜
の
こ
の
詩
は
、
唐
代
に
お
い
て
も
確
か
に
人
々
の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
。
白
居
易
た
ち
の
前
輩
で
あ
る

｢

大
暦
十
才
子｣

の
ひ
と

り
韓�
の
作
品
中
に

｢�
城
詩
贈
魚
司
馬
、
汝
水
人
逢
王
右
軍

(�

城
の
詩
は
魚
司
馬
に
贈
ら
れ
、
汝
水
の
人
は
王
右
軍
に
逢
ふ)｣

(｢
送
王
侍
御
赴
江
西
兼
寄
李
袁
州｣

詩
、『

全
唐
詩』

巻
二
四
三
所
収)

と
い
う
詩
句
が
見
え
る
。

(

27)
何
遜
の
当
該
詩
の
第
一
句
は
、
諸
本
い
ず
れ
も
前
章
に
挙
げ
た
通
り

｢�
城
帶、�

水｣

に
作
る
。
し
か
し
こ
の

｢

帯｣

字
は
第
二
句
の

｢�
水�
如
帯｣

と
の
対
応
が
不
揃
い
で
、
少
な
か
ら
ず
難
を
お
ぼ
え
る
表
現
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
白
居
易
の
自
注
に
引
用
す
る

と
こ
ろ
で
は

｢�
城
對、�
水｣

と
あ
り
、
そ
の
問
題
が
解
消
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の

｢

對｣

字
が
元
来
の
何
遜
詩
の
本
文
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
か
。

(

28)
『

広
韻』

去
声
四
十
七
證
韻
。
牛�
切
。

(

29)

静
永

｢

音
楽
の

〝

見
え
る〞

詩
歌

白
楽
天

『

琵
琶
行』

｣
(

九
州
大
学
中
国
文
学
会
編

『

わ
か
り
や
す
く
お
も
し
ろ
い
中
国

文
学
講
義』

、
中
国
書
店
、
二
〇
〇
二
年)

参
照
。

(

30)
｢

琵
琶
引｣

の
虚
構
性
に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
こ
と
を
明
確
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
太
田
次
男

『(

諷
諭
詩
人)

白
楽
天』

(

集
英
社
、

中
国
の
詩
人
⑩
、
一
九
八
三
年)

そ
の
一
九
七
〜
二
〇
二
頁
を
参
照
。

白
居
易

｢

夜
送
孟
司
功｣

詩
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
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